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(57)【要約】
　楽器（パーカッション、キーボード、弦楽器、おより
吹奏楽器）機能を有し、調整可能弾性ベルト（１５１）
を介して、ユーザーの体にストラップで留めることがで
きる、携帯通信装置（１、２０、５５、１１１、１５０
、２００、２２０、３３５）が説明される。楽器インタ
フェース（パーカッション、キーボード、弦楽器、およ
び吹奏楽器）を有し、好ましくは、調整可能弾性ベルト
（１５１）を介してユーザーの体にストラップで留める
ことができる、リモートセンサ（４、７０、７５、１６
０、２１０、２５７、３９２、４１２）から、コマンド
を受信することもできる。サウンドシステム（６）また
はオーディオ／ビデオ装置は、アダプタ（５、５６、６
３、６８）を介して、携帯通信装置（１、２０、５５、
１１１、１５０、２００、２２０、３３５）から、オー
ディオおよび／またはビデオを受信できる。この装置の
使用は、ユーザーを満足させ、楽しませ、リラックスさ
せ、ユーザーの精神的および肉体的健康の恩恵をもたら
す作業療法として使用されることを目的としている。こ
の装置の技術区分は、「電子機器」である。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の好適な実施形態に関連する、携帯通信装置（２０，１５０，２００，２２０，３
３５）とアダプタ（５，５６，６３，６８）から構成されるキットを備える楽器機能付携
帯通信装置。
【請求項２】
　第２の実施形態に関連する、携帯通信装置（５５，１１１）と、リモートセンサ（４，
７０，７５，１６０，２１０，２５７，３９２，４１２）と、アダプタ（５，５６，６３
，６８）から構成されるキットを備える楽器機能付携帯通信装置。
【請求項３】
　前記携帯通信装置（１，２０，５５，１１１，１５０，２００，２２０，３３５）は、
有線またはワイヤレスイヤフォン（２）、およびサウンドシステム（６）で聴くことがで
きる音を生成する請求項１および２に記載の楽器機能付携帯通信装置。
【請求項４】
　前記携帯通信装置（１，２０，５５，１１１，１５０，２００，２２０，３３５）は、
前記アダプタ（５，５６，６３，６８）または互換性のあるオーディオ／ビデオ装置に送
信できる音を生成する請求項１および２に記載の楽器機能付携帯通信装置。
【請求項５】
　前記携帯通信装置（１，２０，５５，１１１，１５０，２００，２２０，３３５）は、
通信システム（２９）を有する請求項１および２に記載の楽器機能付携帯通信装置。
【請求項６】
　前記携帯通信装置（１，２０，５５，１１１，１５０，２００，２２０，３３５）は、
アナログまたはデジタルオーディオおよび／またはビデオ信号を前記アダプタ（５，５６
，６３，６８）に送信できる請求項１および２に記載の楽器機能付携帯通信装置。
【請求項７】
　前記通信システム（２９）は、アナログまたはデジタルサウンドを、前記アダプタ（５
，５６，６３，６８）または任意の互換性のある装置へ／から送信／受信できる請求項１
および２に記載の楽器機能付携帯通信装置。
【請求項８】
　前記通信システム（２９）は、コマンド、データおよび／またはデジタル化画像を、前
記アダプタ（５，５６，６３，６８）または任意の互換性のある装置へ／から送信／受信
できる請求項１および２に記載の楽器機能付携帯通信装置。
【請求項９】
　前記携帯通信装置（１，２０，５５，１１１，１５０，２００，２２０，３３５）は、
２つ以上のリモートセンサ（４，７０，７５，１６０，２１０，２５７，３９２，４１２
）との通信を設定できる請求項１および２に記載の楽器機能付携帯通信装置。
【請求項１０】
　前記通信装置（１，２０，５５，１１１，１５０，２００，２２０，３３５）は、メモ
リカードにおいて、データを読み／書きできるメモリカードインタフェース（５０）を有
する請求項１および２に記載の楽器機能付携帯通信装置。
【請求項１１】
　前記携帯通信装置（１，２０，５５，１１１，１５０，２００，２２０，３３５）は、
コンピュータ（３）とのデータ通信を設定するコンピュータ通信インタフェース（２８）
を有する請求項１および２に記載の楽器機能付携帯通信装置。
【請求項１２】
　前記携帯通信装置（１，２０，５５，１１１，１５０，２００，２２０，３３５）は、
パーカッション、キーボード、弦楽器、または吹奏楽器を含む楽器サウンドを生成できる
請求項１および２に記載の楽器機能付携帯通信装置。
【請求項１３】
　前記携帯通信装置（１，２０，５５，１１１，１５０，２００，２２０，３３５）は、
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演奏中の曲において、サウンド効果を生成または追加／適用できる請求項１および２に記
載の楽器機能付携帯通信装置。
【請求項１４】
　前記携帯通信装置（１，２０，５５，１１１，１５０，２００，２２０，３３５）は、
曲の前記演奏パラメータを変更できる請求項１および２に記載の楽器機能付携帯通信装置
。
【請求項１５】
　前記携帯通信装置（１，２０，５５，１１１，１５０，２００，２２０，３３５）は、
フラッシュメモリ（３６）またはメモリカードに格納された曲を演奏できる請求項１およ
び２に記載の楽器機能付携帯通信装置。
【請求項１６】
　前記携帯通信装置（１，２０，５５，１１１，１５０，２００，２２０，３３５）は、
メモリカードまたはフラッシュメモリ（３６）にデータを読み／書きできるコンピュータ
通信インタフェース（２８）を有する請求項１および２に記載の楽器機能付携帯通信装置
。
【請求項１７】
　前記携帯通信装置（１，２０，５５，１１１，１５０，２００，２２０，３３５）は、
２つまたは３つ以上のサウンドをミキシングできる請求項１および２に記載の楽器機能付
携帯通信装置。
【請求項１８】
　曲の前記サウンドは、修正されていてもいなくても、楽器サウンドおよび／またはサウ
ンド効果の前記サウンドとミキシング可能である請求項１７に記載の楽器機能付携帯通信
装置。
【請求項１９】
　曲の前記サウンドは、修正されていてもいなくても、前記アダプタ（５，５６，６３，
６８）または互換性のあるサウンドシステム（６）から発せられるサウンドとミキシング
可能である請求項１７に記載の楽器機能付携帯通信装置。
【請求項２０】
　楽器サウンドまたはサウンド効果は、前記アダプタ（５，５６，６３，６８）または互
換性のあるサウンドシステム（６）から発せられるサウンドとミキシング可能である請求
項１７に記載の楽器機能付携帯通信装置。
【請求項２１】
　前記携帯通信装置（２０，２００）および前記リモートセンサ（７０，２１０）はチュ
ーニングディスクまたはＪｏｇ（ジョグ）ディスク（２０６）を有する請求項１および２
に記載の楽器機能付携帯通信装置。
【請求項２２】
　前記携帯通信装置（２０，１５０）および前記リモートセンサ（７５，１６０）は接触
感知表面またはパッド（１３５）を有する請求項１および２に記載の楽器機能付携帯通信
装置。
【請求項２３】
　前記Ｊｏｇ（ジョグ）ディスク（２０６）と、パッド（１３５）と、弦楽器（２７９）
と、キーボード（２１９）は、少なくとも１つの圧電性、容量性、抵抗性、誘導性、また
は電界効果型のセンサ、または少なくとも１つの圧力、強度、振動、または加速度センサ
を有する請求項２１および２２に記載の楽器機能付携帯通信装置。
【請求項２４】
　前記Ｊｏｇ（ジョグ）ディスク（２０６）および前記パッド（１３５）は、接触点また
は領域を検出できる請求項２１および２２に記載の楽器機能付携帯通信装置。
【請求項２５】
　前記Ｊｏｇ（ジョグ）ディスク（２０６）および前記パッド（１３５）は、その表面で
の接触の動き、強度、および周波数を検出できる請求項２１および２２に記載の楽器機能
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付携帯通信装置。
【請求項２６】
　前記Ｊｏｇ（ジョグ）ディスク（２０６）および前記パッド（１３５）は、光に対して
半透明または透明であってよい、柔軟な、ゴムまたはクッション性材料から構成される表
面を有する請求項２１および２２に記載の楽器機能付携帯通信装置。
【請求項２７】
　前記Ｊｏｇ（ジョグ）ディスクの前記センサ（４８）は、前記Ｊｏｇ（ジョグ）ディス
ク（２０６）の速度および／または角度に関しての位置を検出できる請求項２１および２
２に記載の楽器機能付携帯通信装置。
【請求項２８】
　前記Ｊｏｇ（ジョグ）ディスク（２０６）および前記パッド（１３５）は、２つ以上の
接触感知領域を有する請求項２１および２２に記載の楽器機能付携帯通信装置。
【請求項２９】
　前記パッド（１３５）および前記Ｊｏｇ（ジョグ）ディスク（２０６）は、アプリケー
ション、メニュー、選択、および他の機能コマンドに作用できる請求項２１および２２に
記載の楽器機能付携帯通信装置。
【請求項３０】
　前記携帯通信装置（１，２０，５５，１１１，１５０，２００，２２０，３３５）およ
びリモートセンサ（４，７０，７５，１６０，２１０，２５７，３９２，４１２）は、前
記ユーザーの体にストラップで取り付けることができる請求項１および２に記載の楽器機
能付携帯通信装置。
【請求項３１】
　前記携帯通信装置（１，２０，５５，１１１，１５０，２００，２２０，３３５）およ
び前記リモートセンサ（４，７０，７５，１６０，２１０，２５７，３９２，４１２）は
、調整可能弾性ベルト（１５１）を有する請求項３０に記載の楽器機能付携帯通信装置。
【請求項３２】
　前記調整可能弾性ベルト（１５１）は、Ｖｅｌｃｒｏ（ベルクロ（登録商標））ストラ
ップ（マジックテープ（登録商標））または接着部（１５２，１５３）を有する請求項３
１に記載の楽器機能付携帯通信装置。
【請求項３３】
　前記携帯通信装置（１，２０，５５，１１１，１５０，２００，２２０，３３５）およ
び前記リモートセンサ（４，７０，７５，１６０，２１０，２５７，３９２，４１２）は
、前記ユーザーのためのアプリケーションを特徴としている請求項１および２に記載の楽
器機能付携帯通信装置。
【請求項３４】
　前記アプリケーションは、個人的事項、カレンダー、ゲーム、プレイリストエディタ、
サウンド設定、グラフィックイコライザ、高機能構成、ファイルエディタ、コンタクトリ
スト、アラーム時計、および時計を含む請求項３３に記載の楽器機能付携帯通信装置。
【請求項３５】
　前記携帯通信装置（１，２０，１５０，２００，２２０，３３５）および前記リモート
センサ（４，７０，７５，１６０，２１０，２５７，３９２，４１２）は、前記Ｊｏｇ（
ジョグ）ディスク（２０６）または前記パッド（１３５）の下方に配置された発光ダイオ
ード（４９，７２，７４）を介して、前記ユーザー用の視覚支援表示を特徴としている請
求項１および２に記載の楽器機能付携帯通信装置。
【請求項３６】
　前記発光ダイオード（４９，７２，７４）は、点、領域、シンボル、図柄、および幾何
学的形状を形成するために点灯する請求項３５に記載の楽器機能付携帯通信装置。
【請求項３７】
　前記携帯通信装置（１，２０，１５０，２００，２２０，３３５）は、曲の楽器伴奏に
おける前記ユーザーの能力を評価できる請求項１および２に記載の楽器機能付携帯通信装
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置。
【請求項３８】
　前記携帯通信装置（１，２０，１５０，２００，２２０，３３５）は、音楽にサウンド
効果を適用する行動についての前記ユーザーの能力を評価できる請求項１および２に記載
の楽器機能付携帯通信装置。
【請求項３９】
　前記携帯通信装置（１，２０，１５０，２００，２２０，３３５）は、音楽演奏パラメ
ータの変更における前記ユーザーの能力を評価できる請求項１および２に記載の楽器機能
付携帯通信装置。
【請求項４０】
　前記評価基準は、同期性／リズム、接触強度、Ｊｏｇ（ジョグ）ディスク（２０６）ま
たはパッド（１３５）の動き、選択された楽器、使用された楽器の音符、使用された効果
のタイプ、および創造性レベルを備える請求項３７および３９に記載の楽器機能付携帯通
信装置。
【請求項４１】
　前記携帯通信装置（１，２０，５５，１１１，１５０，２００，２２０，３３５）は、
前記コンピュータ（３）で、データおよび／またはファイルの読み／書きが可能である請
求項１および２に記載の楽器機能付携帯通信装置。
【請求項４２】
　前記携帯通信装置（１，２０，５５，１１１，１５０，２００，２２０，３３５）は、
前記コンピュータ（３）に送信できるサウンドにおける結果を出力できる請求項１および
２に記載の楽器機能付携帯通信装置。
【請求項４３】
　前記アダプタ（５，５６，６３，６８）は、サウンド、コマンド、およびデータを、前
記前記携帯通信装置（１，２０，５５，１１１，１５０，２００，２２０，３３５）へ／
から送信／受信できる請求項１および２に記載の楽器機能付携帯通信装置。
【請求項４４】
　前記アダプタ（５，５６，６３，６８）は、通信システム（５８）を有する請求項１お
よび２に記載の楽器機能付携帯通信装置。
【請求項４５】
　前記通信システム（５８）は、単方向または双方向形式で通信し、前記通信は、無線周
波数、超音波、または赤外線光、およびこれらの通信手段の２つ以上の組み合わせにより
行うことができる請求項４４に記載の楽器機能付携帯通信装置。
【請求項４６】
　前記アダプタ（５，５６，６３，６８）は、アナログおよびデジタルオーディオ信号を
供給する請求項１および２に記載の楽器機能付携帯通信装置。
【請求項４７】
　前記アダプタ（６８）は、アナログおよびデジタルオーディオ信号を供給する請求項１
および２に記載の楽器機能付携帯通信装置。
【請求項４８】
　前記アダプタ（５，５６，６３，６８）は、アナログまたはデジタルオーディオ信号を
、任意のオーディオおよび／またはビデオ装置から受信できる請求項１および２に記載の
楽器機能付携帯通信装置。
【請求項４９】
　前記アダプタ（６８）は、デジタルビデオ信号を任意のビデオ装置から受信できる請求
項１および２に記載の楽器機能付携帯通信装置。
【請求項５０】
　前記アダプタ（５，５６，６３，６８）は、オーディオおよび／またはビデオ信号を、
自宅、自動車、または携帯サウンドシステム（６）に供給できる請求項１および２に記載
の楽器機能付携帯通信装置。
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【請求項５１】
　前記アダプタ（６３）は、増幅オーディオ信号に、ラウドスピーカ（６９）を駆動する
ための電力を供給できる請求項１および２に記載の楽器機能付携帯通信装置。
【請求項５２】
　前記携帯通信装置（１，２０，１５０，２００，２２０，３３５）は、楽器サウンド（
パーカッション、キーボード、弦楽器、または吹奏楽器）および／またはこの装置からの
結果としてのサウンドを録音できる請求項１および２に記載の楽器機能付携帯通信装置。
【請求項５３】
　前記楽器サウンド（パーカッション、キーボード、弦楽器、または吹奏楽器）および／
または前記携帯通信装置（１，２０，５５，１１１，１５０，２００，２２０，３３５）
の前記結果としてのサウンドは、データまたはファイルの形式で、フラッシュメモリ（３
６）またはメモリカードに録音される請求項５２に記載の楽器機能付携帯通信装置。
【請求項５４】
　前記リモートセンサ（４，７０，７５，１６０，２１０，２５７，３９２，４１２）は
、前記携帯通信装置（１，２０，５５，１１１，１５０，２００，２２０，３３５）の前
記通信システム（８２）と互換性がある請求項２に記載の楽器機能付携帯通信装置。
【請求項５５】
　前記通信システム（２９，８２）は、単方向または双方向形式で通信し、前記通信は、
無線周波数、超音波、または赤外線光、およびこれらの通信手段の２つ以上の組み合わせ
により行うことができる請求項５および５４に記載の楽器機能付携帯通信装置。
【請求項５６】
　前記携帯通信装置（１，２０，１５０，２００，２２０，３３５）は、取り付けられた
楽器（パーカッション、キーボード、弦楽器、または吹奏楽器）を有する請求項１に記載
の楽器機能付携帯通信装置。
【請求項５７】
　前記リモートセンサ（４，７０，７５，１６０，２１０，２５７，３９２，４１２）は
、グラフィックディスプレイ（８０）を有する請求項１および２に記載の楽器機能付携帯
通信装置。
【請求項５８】
　前記携帯通信装置（３３５）の第５様相は、弦楽器（２７９）を有する請求項１に記載
の楽器機能付携帯通信装置。
【請求項５９】
　前記携帯通信装置（１，２０，１５０，２００，２２０，３３５）は、バックディスプ
レイ（４４）を有する請求項１に記載の楽器機能付携帯通信装置。
【請求項６０】
　前記携帯通信装置（３３５）の第５様相は、圧電性、容量性、誘導性、抵抗性または電
界効果型のセンサ、または振動、動き、変位、または加速度センサであってよいセンサを
、前記弦楽器の末端（２７８）に取り付けた請求項１に記載の楽器機能付携帯通信装置。
【請求項６１】
　前記携帯通信装置（１，２０，５５，１１１，１５０，２００，２２０，３３５）は、
ユーザーが生成したサウンドを検出できる請求項１および２に記載の楽器機能付携帯通信
装置。
【請求項６２】
　前記携帯通信装置（１，２０，５５，１１１，１５０，２００，２２０，３３５）は、
前記ユーザーが生成したサウンドにより楽器サウンドを生成できる請求項１および２に記
載の楽器機能付携帯通信装置。
【請求項６３】
　前記携帯通信装置（１，２０，５５，１１１，１５０，２００，２２０，３３５）によ
り検出された前記ユーザーのサウンドは、数ある他の可能性の中で、手を叩く動作、指を
鳴らす動作、前記ユーザーの口から発せられたサウンド、タップダンスに関連できる請求
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項６１および６２に記載の楽器機能付携帯通信装置。
【請求項６４】
　前記リモートセンサ（３９２）の第４様相は、感知セミグローブ（３７０）を有する請
求項２に記載の楽器機能付携帯通信装置。
【請求項６５】
　前記感知セミグローブ（３７０）は、その末端（３６２）に接触感知領域を有する請求
項６４に記載の楽器機能付携帯通信装置。
【請求項６６】
　前記感知領域（３６２）は、少なくとも、圧電性、容量性、抵抗性、誘導性、または電
界効果型のセンサ、または圧力、強度、振動、または加速度センサであってよい１つの接
触センサを有する請求項６５に記載の楽器機能付携帯通信装置。
【請求項６７】
　前記感知領域（３６２）は、視覚支援表示のための発光ダイオード（７４）を有する請
求項６５に記載の楽器機能付携帯通信装置。
【請求項６８】
　前記リモートセンサ（４１２）の前記第５様相は、感知グローブ（３６０）を有する請
求項２に記載の楽器機能付携帯通信装置。
【請求項６９】
　前記感知グローブ（３６０）は、その末端部（３６３，３６４，３６６，３６５，３６
２）に接触感知領域を有する請求項６８に記載の楽器機能付携帯通信装置。
【請求項７０】
　前記感知領域（３６３，３６４，３６６，３６５，３６２）は、少なくとも１つの、圧
電性、容量性、抵抗性、誘導性、または電界効果型のセンサ、または圧力、強度、振動、
または加速度センサであってよい感知センサを有する請求項６９に記載の楽器機能付携帯
通信装置。
【請求項７１】
　前記感知領域（３６３，３６４，３６６，３６５，３６２）は、視覚支援表示のための
発光ダイオード（７４）を有する請求項７０に記載の楽器機能付携帯通信装置。
【請求項７２】
　前記リモートセンサ（４，７０，７５，１６０，２１０，２５７，３９２，４１２）は
、前記前記携帯通信装置（１，２０，５５，１１１，１５０，２００，２２０，３３５）
にデジタル化コマンドを送信できる請求項２に記載の楽器機能付携帯通信装置。
【請求項７３】
　前記携帯通信装置（１，２０，５５，１１１，１５０，２００，２２０，３３５）は、
前記ワイヤレス通信ネットワーク（７）の他のユーザーに、オーディオメッセージを送信
できる請求項１および２に記載の楽器機能付携帯通信装置。
【請求項７４】
　前記携帯通信装置または前記リモートセンサの前記本体（３５０）は、２つの取り付け
られたディスク（３５２，３５１）を介して、前記調整可能弾性ベルト（１５１）上に取
り付けることができる請求項１および２に記載の楽器機能付携帯通信装置。
【請求項７５】
　前記携帯通信装置または前記リモートセンサの前記本体（３５０）は、接着部またはＶ
ｅｌｃｒｏ（ベルクロ（登録商標））ストラップ（マジックテープ（登録商標））（３４
０）により前記調整可能弾性ベルト（１５１）上に取り付けることができる請求項１およ
び２に記載の楽器機能付携帯通信装置。
【請求項７６】
　前記携帯通信装置または前記リモートセンサの前記本体（３５０）は、バンドサポート
（３４１，３４２）を介して前記調整可能弾性ベルト（１５１）上に取り付けることがで
きる請求項１および２に記載の楽器機能付携帯通信装置。
【請求項７７】
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　前記携帯通信装置または前記リモートセンサの前記本体（３５０）は、取付けクリップ
（３４４，３４３）を介して、前記調整可能弾性ベルト（１５１）上に取り付けることが
できる請求項１および２に記載の楽器機能付携帯通信装置。
【請求項７８】
　前記携帯通信装置または前記リモートセンサの前記本体（３５０）は、プレススタッド
または他の取付け／固定機構を介して、前記調整可能弾性ベルト（１５１）上に取り付け
ることができる請求項１および２に記載の楽器機能付携帯通信装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、楽器機能付きで、ユーザーにとって有益で、体に固定して、または固定せず
に、異なる状況で使用する携帯通信装置に関する。本装置は、「電子機器」の分野に属す
る。
【０００２】
　同じ出願者による、０２．０２．２００５の特許出願Ｐｌ０５００３３９－３は、その
内容の優先権はここに主張されるが、楽器機能付携帯通信装置を記載しており、その機能
はここで、更に技術革新が追加されるが、それによって本発明の概念が変更されるわけで
はない。
【背景技術】
【０００３】
従来技術の説明
　技術の発展と産業の拡大は、人々の日常生活を変化させ、家族との時間、余暇の時間が
減り、ストレスだけは増加している。活動的な人々は、広々とした土地、ビーチ、大牧場
などの適切な場所で楽しいひと時を過ごしたいと願望している。週日の間は、混沌とした
環境で楽しくもなく、時間のほとんどを、自動車の中で過ごすということは避けられない
。不幸にも、働く人の多くは、日常の環境から抜け出す時間が持てず、余暇または娯楽の
ひと時さえも持てない。
【０００４】
　遠隔通信技術は、ここ数年で非常に進歩し、異なる状況の人々がセルラー関連のような
、携帯電子装置にアクセスすることが可能になった。装置とサービスの大量需要は、価格
を更に下げていった。これらの装置のグループには、装置をより有益かつ革新的にし、シ
ョートテキストメッセージ、カレンダー、スケジュールなど、その機能の良質の使用法を
提供する装置がある。それらの装置は、ゲーム、曲、種々のサウンド、および他のアプリ
ケーションによりユーザーを楽しませる。リソースとゲームの発展は飛躍的であるが、装
置は他の行動においても有益であり得る。従って、本発明は、ユーザーに楽器およびサウ
ンドリソース付きの携帯通信装置を提供し、作業療法のように機能して、１日を通してユ
ーザーの時間が空いたときに、満足して楽しめる時間を提供することを目的とする。
【０００５】
　結果として、本発明の思想は、人々が日中持ち運ぶ携帯通信装置に楽器を提供するもの
である。従って、ユーザーは、本装置を体に固定して、好みの楽器を演奏して、楽器サウ
ンド（パーカッション、キーボード、弦楽器、または吹奏楽器）を生成して、自分の通信
装置からの曲に楽器伴奏を付け、フォン、装置それ自身、または他のオーディオ装置によ
りサウンドを聴くことができる。これらの楽器リソースを使用し続ける動機は、最も可能
性があるのは、この装置の楽器の演奏動作についてのユーザーの能力評価から生み出され
、この装置において、曲またはその他の楽器伴奏、メロディまたは曲の作曲が評価される
。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
発明の目的
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　本発明の目的は、携帯通信装置を提供することであり、その通信装置の主な目的は、ユ
ーザーが電話をかけ、楽器（パーカッション、キーボード、弦楽器、または吹奏楽器）に
より、パーカッション、キーボード、弦楽器、または吹奏楽器であろうが、楽器サウンド
を生成でき、また本装置により演奏されている曲において、サウンドおよび／または音楽
効果を生成し、また、本装置により、曲の伴奏、またはメロディ、サウンド、更には曲を
生成するユーザーの行動能力が評価されることである。本発明の装置を介して、記載され
る機能が作業療法のように作用し、満足する時間を提供でき、ユーザーに対して、肉体的
および精神的健康をもたらし、危険な思想に対する空間をより少なくすることが期待され
る。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
本発明の簡単な説明
　本発明の目的は、基本的には、アダプタ５、リモートセンサ４、および、取り付けられ
た物理的楽器（パーカッション、キーボード、弦楽器、または吹奏楽器）を有することが
でき、携帯電話として機能でき、楽器およびサウンド、音楽性、楽器リソースを提供し、
ユーザーの能力を評価することができ、装置に複数の機能を与え、特に、楽しく、満足し
、娯楽的な作業療法として機能することができる装置として機能し、ユーザーの肉体的お
よび精神的健康にいくつかの利点を結果としてもたらすことができる携帯通信装置１から
構成される。
【０００８】
　本発明の電子装置の第１の好適な実施形態は、アダプタ５、５６、６３、６８と、本発
明の装置のすべての利用できる機能を含む、４様相１５０、２００、２２０、３３５に提
供される楽器インタフェース２０、１５０、２００、２２０、３３５を有する携帯通信装
置を備える。本装置は主に、セルラーネットワークおよび／またはＷｉ－Ｆｉ（Ｗｉｒｅ
ｌｅｓｓ　Ｆｉｄｅｌｉｔｙ（ワイヤレス　フィデリティ、ワイファイ）と互換性のある
携帯電話として機能することであり、これは、この機能を実行する電子およびコンピュー
タリソースを備えていることにより可能である。少なくとも１つのセンサ４８、４０が物
理的楽器上に設定され、アナログまたはデジタル電気信号が結果として出力され、その信
号は処理され、解釈されて、楽器サウンド（パーカッション、キーボード、弦楽器、また
は吹奏楽器）を生成し、それは、物理的楽器のタイプとは異なっていてもよい、つまり、
楽器がピアノであっても、生成されるサウンドは、ドラム、ギター、ハープなどと互換性
を有することができる。
【０００９】
　本発明の目的である装置の第２実施形態は、リモートセンサ４と、アダプタ５、５６、
６３、６８による、携帯通信装置５５、１１１の第１様相から構成される。
【００１０】
　リモートセンサ１６０、２１０、２５７、３９２、４１２には５様相があり、それぞれ
、既存の物理的楽器（パーカッション、キーボード、弦楽器、または吹奏楽器）を具現す
るように意図されている。リモートセンサ４の目的は、楽器を演奏するユーザーの行動に
関連しているデジタル化コマンドを携帯通信装置１に送信することである。楽器に接触す
る動作は、物理的楽器上に適切に設定されたセンサ４８、４０を刺激し、センサは、アナ
ログまたはデジタル電気信号を生成し、それらは処理されてコマンドに変換される。
【００１１】
　第２実施形態の携帯通信装置は、関連する楽器を提供しないが、リモートセンサ４から
発せられたデジタル化コマンドを受信でき、これらのコマンドに対応するデジタルサウン
ドを解釈して生成する。本装置は、この機能を実行する電子およびコンピュータリソース
があれば、セルラーネットワークおよび／またはＷｉ－Ｆｉと互換性のある携帯電話とし
て作動する。物理的楽器およびリモートセンサ４のコマンドのタイプは、すべての様相に
おいて、携帯通信装置１により自動的に検出される。
【００１２】
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　第１および第２実施形態を考慮して、その共通の特徴を説明する。楽器を演奏し、曲に
伴奏を付け、メロディ、サウンド、または曲さえも作曲するユーザーの動作の能力は、強
度、同期性／リズム、トーン、音色、音符、選択楽器、および音楽スタイルのような確立
されているパラメータを介して評価できる。携帯通信装置１は、曲を演奏し、楽器サウン
ドを生成し、２つ以上のサウンドをミキシングし、曲を修正および／または編集でき、一
方、個々のサウンド、ミキシングされた、または結果としてのサウンドは、有線またはワ
イヤレスイヤフォン２で聴くことができ、内部フラッシュメモリ３６に格納でき、コンピ
ュータ３および／または自宅、自動車または携帯オーディオシステム６に送信できる。そ
の結果、ユーザーは自動車の中にいて、結果のサウンドを自動車のラウドスピーカで聞く
ことができる。ユーザーにより生成されたサウンド、メロディ、または曲は、本発明の別
の革新的なリソースの内部に格納、およびオーディオメッセージまたは音楽メッセージを
介して送信できる。
【００１３】
　別の革新的な特徴は、ユーザーが自分の技量を利用して、口笛、指を鳴らした音、手を
叩いた音、唇から発せられた音声、タップダンス、または他から発せられたサウンドのよ
うなサウンドを生成でき、携帯通信装置１を刺激し、携帯通信装置１は、これらのサウン
ドをその内部マイクロフォン３４を介して受信し、その刺激を処理して解釈し、パーカッ
ション、キーボード、弦楽器、または吹奏楽器であろうが、その楽器サウンドを生成でき
る。それに基づいて、生成されたサウンドの種々のパラメータ、例えば、強度、トーン、
音色、音響信号形状、周波数、持続時間、声楽とそのタイプ、高調波周波数、および／ま
たは他の重要な、楽器サウンドの生成を規定するパラメータなどのパラメータが考慮され
る。
【００１４】
　通信装置とリモートセンサのすべての様相で提供されている、調整可能な弾性ベルト１
５１、Ｖｅｌｃｒｏ（Ｒ）（ベルクロ（登録商標））ストラップ（マジックテープ（登録
商標））、または接着部１５３、１５２を介して、装置をユーザーの体に取り付けること
ができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１５】
発明の詳細な説明
　本発明を、下記の図面に基づいて説明する。
【００１６】
　図の詳細な記述は、本発明の思想の理解を深め、また本発明の目的である電子装置を備
える構成要素の詳細、機能、および特殊性を説明している。
【００１７】
　図１のブロック図は、携帯通信装置１と、リモートセンサ４と、付属構成要素３、２、
７、６と相互作用するアダプタ５を備える本発明の電子装置を示している。携帯通信装置
１は、埋め込みソフトウェアに関連する、アナログおよびデジタル電子回路を搭載してお
り、すべての機能において直接または間接的に作用して、楽器サウンド（パーカッション
、キーボード、弦楽器、または吹奏楽器）を生成し、音楽を演奏し、サウンド効果を加え
、演奏中の音楽のパラメータを修正し、サウンドをミキシングし、楽器の伴奏に関連する
ユーザーの能力および技量を評価できるシステムを構成している。
【００１８】
　携帯通信装置１は、コンピュータ３と通信可能で、数ある可能性の中で、ファイルを受
け取り、または変更し、スケジュール、カレンダー、コンタクト（人との会合予定）にア
クセスして調整する。デジタル化サウンドは、携帯通信装置１から、自宅、自動車、また
は携帯用オーディオシステム６に送信でき、サウンドが受信され、変換されて演奏される
。リモートセンサ４は、楽器インタフェースを提供して、携帯通信装置１を制御し、携帯
通信装置１は、結果としてのサウンドを有線またはワイヤレスイヤフォン２に送信できる
。セルラー型で、音声および／またはデータ通信を可能にするワイヤレスネットワーク７
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が、携帯通信装置１の主要な機能を提供するために必要である。
【００１９】
　本発明の電子装置は、２つの実施形態により特徴付けられる。第１実施形態は、基本的
に、楽器インタフェース２０を有する携帯通信装置から構成される。この実施形態におい
ては、図２に示されるように、２つ以上のリモートセンサ４、４ａ、４ｂ．．．４ｎ、ま
たは楽器インタフェース１ａ、１ｂ、１ｃ．．．１ｎを有する携帯通信装置の使用が可能
である。従って、携帯通信装置は、２つ以上のリモートセンサ４、４ａ、４ｂ．．．４ｎ
、または通信装置２０との通信が可能なので、他のユーザーに対しては、音楽伴奏を行っ
たり、作曲したりするために、共に作動できる追加の楽器インタフェースが提供される。
第２実施形態は、楽器インタフェース５５なしの携帯通信装置を備え、これは、少なくと
も１つのリモートセンサ４、４ａ、４ｂ．．．４ｎを使用することで達成される。この実
施形態の装置５５はまた、その楽器インタフェースを使用して、第１実施形態の装置と共
に機能することができる。本発明の目的であるアダプタ５は、両方の実施形態で作動し、
携帯通信装置１内で生成されたサウンドを、装置の通信リソースと互換性のないサウンド
システム６へ配信する目的を有している。
【００２０】
　図３は、第１好適実施形態に関連する、携帯通信装置２０の詳細ブロック図を示してい
る。この装置は、楽器を組み込んであり、つまり、ユーザーは楽器（パーカッション、キ
ーボード、弦楽器、または吹奏楽器）を装置の自身の構造で演奏でき、イヤフォン２で結
果のサウンドを聴くことができ、および／または自宅、自動車または携帯オーディオシス
テム６に送信することができる。この第１実施形態においては、携帯通信装置２０は、リ
モートセンサ４とは独立して機能するが、別の楽器インタフェースとして使用される可能
性もある。
【００２１】
　内部充電式バッテリおよび充電管理回路２１により、携帯通信装置２０は、外部電源と
は独立して機能できるようになる。内部バッテリは、供給回路２２に接続されており、供
給回路２２は、装置の残りの回路に電源を供給するために調整された電圧を供給する。
【００２２】
　接触センサ４０は、周波数と強度を感知し、パッド１３５の表面、またはＪｏｇ（ジョ
グ）ディスク２０６の異なる領域において、手またはユーザーの指によるビート（叩くこ
と）／タッチ（接触）を検出することを目的とする。これらのセンサは、圧電性、容量性
、抵抗性、誘導性、電界効果型の変換器、または圧力、強度、変位、振動、または加速度
センサであってよい。楽器の表面に分散された接触センサ４０は、接触を感知する、異な
る領域を提供し、そこにおいて、ユーザーは、異なる機能を実行できる。このような種々
のセンサにより、ユーザーは、例えば、多数のコマンドを操作でき、楽器サウンドおよび
／または異なる音符を生成でき、パラメータを修正し、または、同時にまたは同時ではな
く、演奏している曲に異なる効果を加えることができる。
【００２３】
　接触センサ４０からの結果としてのアナログ信号は、信号調整回路４１により処理され
、アナログ／デジタル変換器、あるいは、Ａ／Ｄ変換器３９を介してデジタルの言葉に変
換される。これらの結果としての言葉は、接触センサ４０に加えられた衝撃の強度および
時間／周波数応答を取得する、デジタル信号プロセッサ、あるいはＤＳＰ２６を介して読
まれる。接触センサ４０が、デジタルインタフェースを有していれば、取得されたデジタ
ル化された言葉は、ＤＳＰ２６を直接介して読まれる。Ｊｏｇ（ジョグ）ディスクのセン
サ４８は、アナログまたはデジタル信号をＤＳＰ２６に供給し、ＤＳＰ２６はこれらの信
号を処理して、Ｊｏｇ（ジョグ）ディスク２０６に加えられた角度に関しての位置、速度
、および加速度に関する情報を取得する。
【００２４】
　携帯通信装置２０のセンサを処理すると共に、ＤＳＰ２６は、数ある機能の中で、音声
信号、サウンド、通信表示器、曲の処理を実行し、通信機能を制御し、２つまたはそれ以
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上のサウンドをミキシングする。これにより、携帯通信装置１、２０、２５は、２つまた
はそれ以上のサウンドをミキシングすることが可能になり、下記の可能性も含まれる。つ
まり、修正あり、またはなしの曲のサウンドを、楽器サウンドおよび／またはサウンド効
果とミキシングでき、修正あり、またはなしの曲のサウンドを、アダプタ５、５６、６３
、６８、または互換性のあるサウンドシステム６からのサウンドとミキシングでき、およ
び楽器サウンドまたはサウンド効果を、アダプタ５、５６、６３、６８、または互換性の
あるサウンドシステム６からのサウンドとミキシングできる。２つのタイプの外部メモリ
がＤＳＰ２６に接続されており、それは、データと情報を一時的に格納するＲＡＭメモリ
２３と、サブシステムのファームウェア（ＤＳＰ）と称されるシステムのソフトウェアと
特定の情報を含むフラッシュメモリ２４である。
【００２５】
　電話でのユーザーの音声は、例えば、埋め込みマイクロフォン３４により変換され、そ
の信号は増幅器３２に配信され、増幅器３２は、これらの信号を、Ｄ/Ａ（デジタル／ア
ナログ）およびＡ／Ｄブロック変換器３０を介してデジタルの言葉に変換する。ユーザー
の音声に関連するデジタルの言葉は、ＤＳＰ２６により受信されて処理される。同様に、
電話の他のユーザーの音声は、デジタル的にＤＳＰ２６からＤ／ＡおよびＡ／Ｄブロック
変換器３０に配信され、オーディオ増幅器３１により増幅され、フォン３３で聴くことが
できる。音声および結果としてのサウンドは、フォンおよびマイクロフォンインタフェー
ス４７を介して外部の有線またはワイヤレスイヤフォン２へ送信され、ＤＳＰ２６および
マイクロプロセッサ４５により制御されて、数ある他のコマンドの中で、フォン／マイク
ロフォンを起動、または終了し、その音量を制御する。このインタフェースもまた有線ま
たはワイヤレスで、外部マイクロフォンからの信号を受信できる。フォンとマイクロフォ
ン４７とのインタフェースは、無線周波数、超音波、赤外線光、または電気線／ケーブル
により外部装置との双方向通信を確立でき、また、通信のこれらの手段の２つまたはそれ
以上を組み合わせることもできる。
【００２６】
　通信システム２９は、コマンドおよび情報を受信および／または送信するために、リモ
ートセンサ４との通信を可能にする。このシステムはまた、コンピュータ３、自宅、自動
車または携帯オーディオシステム６、ワイヤレスアクセスポイント、インターネット、ま
たは他の任意の互換性のある装置とのワイヤレス通信を確立できる。通信システム２９は
また、アナログまたはデジタルオーディオおよび／またはビデオ信号を、任意の互換性の
ある装置へ／から、送信および／または受信できる。更に、通信システム２９は、アダプ
タ５と互換性があり、それにより、非互換性の装置が携帯通信装置１、２０、５５からの
オーディオおよび／またはビデオ信号を受信できる。このシステムは、ＤＳＰ２６と相互
作用し、それにより制御されるが、デジタル化コマンドを送信／受信することもできる。
この通信システム２９はまた、一方向および双方向の通信が可能で、これは、通信が、無
線周波数、超音波、または赤外線光、およびこれらの通信手段の２つ以上を組み合わせて
達成できることを意味している。
【００２７】
　無線周波数モジュール２５は、セルラー型であってよい、データおよび音声のためのワ
イヤレスネットワーク７上に、クライアント構成を有している。このモジュールは、その
全体の機能について、任意の他の携帯通信装置と互換性があり、ＡＭＰＳ（Ａｄｖａｎｃ
ｅｄ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｐｈｏｎｅ　Ｓｙｓｔｅｍ（高度移動電話システム））、ＴＤＭＡ
（Ｔｉｍｅ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ａｃｃｅｓｓ（時間分割多元接続）
）、ＣＤＭＡ（Ｃｏｄｅ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ａｃｃｅｓｓ（符号分
割多元接続））、Ｗ－ＣＤＭＡ（Ｗｉｄｅｂａｎｄ　Ｃｏｄｅ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕ
ｌｔｉｐｌｅ　Ａｃｃｅｓｓ（広帯域符号分割多元接続））、ＧＳＭ（Ｇｌｏｂａｌ　Ｓ
ｙｓｔｅｍ　ｆｏｒ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ）、または３Ｇ（Ｔ
ｈｉｒｄ　Ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ　Ｍｏｂｉｌｅ（欧州デジタル化移動体通信システム）
）標準規格が含まれ、更に、ワイヤレス（Ｗｉ－Ｆｉ（ワイファイ））ネットワークと互
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換性がある。内部または外部アンテナ２７により、モジュール２５と互換性のある通信手
段を介して、無線周波数の受信または送信が可能になる。
【００２８】
　携帯装置の内部フラッシュメモリ３６は、内部アプリケーション（ゲーム、スケジュー
ル、ツールなど）のファイルまたはデータ、楽器サウンド、曲、データおよび任意のファ
イルを格納するために使用される。内部フラッシュメモリ３６は、挿入メモリカードを介
して拡張できる。このため、メモリカード５０とのインタフェースがＤＳＰ２６およびマ
イクロプロセッサ４５によりアクセスされ、制御される。携帯通信装置１、２０、５５は
、フラッシュメモリ３６またはメモリカードに格納されている、ｍｐ３、ｗｍａ、ｏｇｇ
、ｗａｖ、または任意の他のデジタルフォーマットに関連する曲を演奏できる。任意の種
類の圧縮または符号化を有するオーディオファイルもデコーダ３７を介して実行される。
楽器サウンド（パーカッション、キーボード、弦楽器、または吹奏楽器）は、シンセサイ
ザ３８により生成され、シンセサイザ３８は、フラッシュメモリ３６またはメモリカード
に格納されているファイル内の楽器の標準規格を読み込む。本装置の他の利点は、楽器サ
ウンドを、ＤＳＰ２６により、音楽サウンドとミキシングできるということである。
【００２９】
　コンピュータ通信インタフェース２８により、携帯通信装置２０、５５が、コンピュー
タが、同様に設置されたインタフェースと適切なソフトウェアを備え、電気線／ケーブル
を使用する物理的インタフェースとして装置をカバーしている限り、任意のコンピュータ
との通信を設定できるようになる。従って、コンピュータ通信インタフェース２８は、ケ
ーブルにより任意のコンピュータを接続する標準かつ汎用手段を提供する。この通信イン
タフェースを介して、例えば、携帯通信装置２０、５５から送信されたコマンドから、楽
器サウンド（パーカッション、キーボード、弦楽器、または吹奏楽器）を生成するために
、コンピュータプログラムを制御することができる。他の可能性としては、ファイルをコ
ンピュータ３からフラッシュメモリ３６に送信すること、またはファイルをこのメモリか
らコンピュータ３にコピーすること、およびコンピュータデータ格納メモリとして作動す
ることが含まれる。
【００３０】
　マイクロプロセッサ４５は、いくつかの機能を有しており、キーボード４２データを読
み込みおよび処理すること、デジタル情報をバックディスプレイ４４とメインディスプレ
イ３５に送信すること、必要なときにリングを起動すること、アプリケーションをサポー
トして実行すること、および装置全体の制御を行うことが含まれる。ＤＳＰ２６もまた、
マイクロプロセッサ４５と組み合わせて機能し、情報を交換すると共に、命令およびコマ
ンドを受信する。ファームウェアまたは埋め込みソフトウェアは、マイクロプロセッサ４
５により決められた動作を実行するように意図されているが、個人的および／または特定
情報を格納できるフラッシュメモリ３６内に格納される。
【００３１】
　パッド／Ｊｏｇ（ジョグ）ディスク発光ダイオード４９は、装置様相に従って、パッド
１３５またはＪｏｇ（ジョグ）ディスク２０６の表面下に均一に分布されており、マイク
ロプロセッサ４５により制御される。これらの発光ダイオードの目的は、ユーザーが取ら
なければならない行動を、明るく照らされた表示でユーザーに提供する、つまり、ユーザ
ーに、特別な接触の瞬間および強度と共に、接触しなければならないディスクの位置につ
いて通知することである。
【００３２】
　図４のブロック図は、本発明の目的である装置の、第２実施形態に関連する携帯通信装
置５５を示している。この装置は、接続されている楽器インタフェースを有しておらず、
第１実施形態の携帯通信装置２０により実行される同じ機能を拡張するために、リモート
センサ４の使用が必要不可欠であるということを指摘することが重要である。この第２実
施形態においては、装置は、通信システム２９を介して、リモートセンサ４、７０、７５
に属する接触センサ４０とＪｏｇ（ジョグ）ディスクセンサ４８に加えられた刺激に関連
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するデジタル化信号を受信する。図４の図に示されているブロックは、図３の図で説明さ
れたものと等価な機能および特徴を示しているので、詳細は説明しない。
【００３３】
　リモートセンサ４の第２様相を、図５のブロック図により更に詳細に説明する。装置は
、内部充電式バッテリと、供給回路７７により、残りの回路に適切な電力を供給する充電
管理回路７６を備える。接触センサ４０は、第１実施形態の携帯通信装置２０に対して説
明されたものと同じであり、信号調整器４１を介して処理され、Ａ／Ｄ変換器３９により
デジタルの言葉に変換されるアナログ信号を供給する。マイクロプロセッサ８１は、接触
センサ４０とＪｏｇ（ジョグ）ディスク４８のデータを処理し、結果としてのコマンドと
新しいデータが、通信システム８２により携帯通信装置５５に送信される。センサ４０が
デジタル出力を有し、信号が処理され、デジタル化される場合は、これらのセンサは、結
果としてのデータを直接マイクロプロセッサ４５に送ることもできる。
【００３４】
　通信システム８２は、携帯通信装置２９のシステムと同一で互換性があり、双方向（二
方向）で、通信システム２９に対して定義されている同一の通信手段でのデータ伝送を可
能である。このシステムは、コマンドと制御を携帯通信装置２０、５５に送信して、この
システムから、数ある他の、ユーザーにとって有益な情報の中で、選択された楽器、曲名
、発光ダイオードの点火コマンド、評価応答のような種々の情報を受信する。マイクロプ
ロセッサ８１はまた、キーボード７９のデータを読み込み、実行して、携帯通信装置３５
の主ディスプレイの拡張として機能するディスプレイ８０にコマンドを出力する。フラッ
シュメモリ７８は、マイクロプロセッサ８１に接続されており、データ、アプリケーショ
ン、ルーチンなどを格納すると共に、装置全体を制御するファームウェアを格納する。
【００３５】
　図６は、リモートセンサ７５の第１様相のブロック図を示している。この様相のブロッ
クと機能は、すでに説明した第２様相と同様であるが、Ｊｏｇ（ジョグ）ディスクセンサ
４８がもはや存在せず、発光ダイオード７４と接触センサ４０がリモートセンサ７５の第
１様相と直接関連している事実が異なる。この図はまた、リモートセンサ４の第３様相２
７５、第４様相３９２、および第５様相を説明するときも適用される。
【００３６】
　図７は、アダプタ５６の第１様相のブロック図を示しており、アダプタ５６は、第１お
よび第２実施形態の携帯通信装置２０、５５に対して作用できる。アダプタ５６に接続さ
れた外部電源は、供給回路５７にエネルギーを送り、供給回路５７は、調整された電圧を
残りの回路に供給する。この通信システム５８は、装置２９の通信システムと同一で互換
性があり、これらの装置間で双方向のデジタルデータ伝送を可能にする通信を確立する。
【００３７】
　携帯通信装置２０、５５の結果としてのサウンドはアダプタ５６に送信され、アダプタ
５６は、マイクロプロセッサ５９により受信データを復号する。処理されたデータは、Ｄ
／Ａ変換器とアクティブフィルタ６０を通過し、結果のサウンドに関連するアナログ信号
を再構築する。この信号は、マイクロプロセッサ５９により制御される音量制御回路６１
を介して、振幅が調整される。従って、振幅を調整された信号は、任意のオーディオおよ
び／またはビデオ装置に受信されるための標準オーディオチャネルにより利用される。デ
ジタルオーディオインタフェース６２は、別のデジタル化オーディオ出力に加えて、任意
のオーディオおよび／またはビデオ装置と互換性があり、入力オーディオを、携帯通信装
置２０、５５に送信できるデジタルオーディオ入力として作動することもできる。
【００３８】
　図８は、アダプタ６３の第２様相のブロック図を示しており、アダプタ６３は、第１お
よび第２実施形態の携帯通信装置２０、５５上で作動する。このアダプタは、ラウドスピ
ーカ６９を駆動するためのオーディオパワーアンプ６４を含むことを除いて、第１様相の
アダプタ５６と同一である。
【００３９】
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　アダプタ６３は、携帯通信装置２０、５５により生成され、またはその上で再生される
サウンドとビデオを、通信システム２９と互換性がない装置に供給する。このアダプタは
、自動車オーディオシステムに搭載でき、オーディオ入力に接続されて、自動車のラウド
スピーカを駆動できる。別のオプションは、第２様相のアダプタ６３を、例えば、自動車
のラウドスピーカを直接駆動するために使用することである。アダプタ５６、６３、６８
が接続された装置のオーディオおよび／またはビデオ信号を、携帯通信装置２０、５５に
送信することもできる。
【００４０】
　第１および第２実施形態の携帯通信装置２０、５５上で作動できるアダプタ６８の第３
様相のブロック図が図９に示されている。このアダプタは、アナログまたはデジタルビデ
オ信号を提供する手段を含む、アダプタ５６の第１様相の回路と機能を組み込んでいる。
この目的のため、携帯通信装置２０、５５は、文字、点、図柄、画像、または写真に関連
するデータおよび／またはコマンドを、通信システム５８によりアダプタ６８に送信する
。これらのデータおよび／またはコマンドは、マイクロプロセッサ５９により復号され、
前処理されて、結果としてのデータは、マイクロプロセッサ５９によりデジタルビデオプ
ロセッサ６６に送信される。このプロセッサは、画像形成の役割を持ち、それをビデオデ
ジタルインタフェース６７および／またはアナログビデオインタフェース６５に送信し、
それぞれのインタフェースはデジタルおよびアナログビデオ信号を供給する。アダプタ６
８から出力されるこれらのビデオ信号は、既存のビデオ標準規格と互換性があり、画像を
ＴＶプロジェクタに供給する。
【００４１】
　両方の実施形態の携帯通信装置２０、５５は、楽器による曲の伴奏におけるユーザーの
能力、または基本的には、ユーザーの曲またはメロディの作曲技術を評価できる。伴奏の
評価において考慮される基準パラメータは、同期性／リズム、強度、選択楽器、および音
符である。標準規格を含む曲ファイル、または独立したファイルから、評価されるパラメ
ータに関連して、および基準を考慮して、ユーザーの楽器を演奏する動作についての能力
に関連した、結果としてのスコアまたはレベルを計算できる。ユーザーが、曲の伴奏なし
に、メロディを演奏することを好む場合も同様に評価を下すことができる。これを達成す
るため、フラッシュメモリ３６に格納されたファイルに記録された標準を考慮して、音楽
スタイルが、例えば、ロック、ジャズ、サンバ、などから選択され、得られたパラメータ
、例えば、強度、リズム／同期性、および音符と比較され、同時に、音楽的創造性のレベ
ルを含めて、選択された楽器をチェックし、ユーザーが異なる楽器、更には、所定の曲ま
たは音楽スタイルでは使用するのが困難な楽器を利用できる状況を考慮し、使用された楽
器および選択されたスタイルの難易度のレベルに応じて追加重みを得る。第２実施形態の
携帯通信装置５５において、評価結果はそのディスプレイ３５上に示され、また、リモー
トセンサディスプレイ８０上にも示される。
【００４２】
　ユーザーの能力評価に対してのある厳格さを確立する機能を有する難易度のレベルを選
択することができる。例えば、支援が必要なビギナー、初級、中級、および上級の４レベ
ルに分けることができる。この目的のため、評価パラメータは、異なる重みを受信し、異
なる標準が規定されたレベルに従って選択される。
【００４３】
　携帯通信装置２０、５５は、楽器伴奏の曲、または楽器サウンドのみからの結果として
のサウンドを、フラッシュメモリ３６またはメモリカードに記録できる。本発明の思想の
１つは、オーディオメッセージにより生成されたサウンドまたはメロディを送信すること
から構成されている。ユーザーは、生成されたサウンドまたはメロディを、装置の種々の
動作を示すリングトーンとすることができる。そして、携帯通信装置２０上で、またはリ
モートセンサ４、７０、７５で利用できる音楽インタフェースは、多音トーン（リングト
ーン）を生成するための簡単かつ効率的なツールとなる。これらのサウンドもまた、それ
らを演奏および／または編集できるコンピュータ３に送信すると共に、自宅、自動車また
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は携帯オーディオシステム６に送信できる。
【００４４】
　楽器サウンド（パーカッション、キーボード、弦楽器、または吹奏楽器）の生成は、携
帯通信装置２０またはリモートセンサ４、７０、７５に接続された楽器インタフェースを
使用することとは別に、異なる方法で行うことができる。これらの楽器生成手段には、数
ある他の可能な方法の中で、手を叩く動作、指を鳴らす動作、ユーザーの唇を介して発せ
られるサウンド、タップダンスが含まれる。ユーザーにより発せられたこれらのサウンド
は、マイクロフォン３４により捕集され、解釈される。楽器サウンドの生成に際しては、
ユーザーから発せられたサウンドの強度、トーン、周波数および持続時間が考慮され、対
応する選択楽器に変換される。これにより、リモートセンサ４、７０、７５または装置の
音楽インタフェースの使用を不要にする。ユーザーの能力評価は、音楽スタイルがいった
ん選択されれば、この機能モードにおいても可能であり、同期性／リズム、強度、音符の
標準パラメータが評価される。音符は、ユーザーにより生成されたサウンドを介して定義
される。
【００４５】
　図１０は、第２実施形態に関連する、第１様相の携帯通信装置５５の前面１１１、左側
面１１３、右側面１１４、下面１１６、および上面１１０を示している。
【００４６】
　前面１１１には、内部フォンへの入口３３と、グラフィックディスプレイ３５と、メニ
ューを選択する２つのボタン８９、８８と、ＭＥＮＵ（メニュー）９４により規定される
メニューおよびサブメニューアクセスキー、ブラウジングキー９２、９１、９３、９０、
電話を終了するため、または機能をキャンセルするためのＥＮＤ（終了）キー１８、電話
をかけるためのＳＥＮＤ（送信）キー１１９、数字キーボード８７、および内部マイクロ
フォンへの入口３４がある。
【００４７】
　左側面は、装置のキーボード拡張部を示しており、特別な機能を備えている。ＯＮ／Ｏ
ＦＦ（オン／オフ）キー９５は装置をオン／オフし、Ｒｉｎｇ／Ｃａｌｌ　Ｖｏｌｕｍｅ
（リング／コール音量）キー９６、９７は、呼び出し音、および電話音量を調整する。Ｆ
ａｓｔ　Ｒｅｗｉｎｄ／Ｐｒｅｖｉｏｕｓ　Ｍｕｓｉｃ（早戻し／前曲）９８、Ｐｌａｙ
／Ｐａｕｓｅ（演奏／ポーズ）９９、Ｆａｓｔ　Ｆｏｒｗａｒｄ／Ｎｅｘｔ　Ｍｕｓｉｃ
（早送り／次曲）１００、およびＳｔｏｐ（停止）キー１０１は、曲、メロディ、または
サウンド演奏を制御する。Ｒｅｃ（録音）キー１１７は、生成されたサウンド、または生
成され、曲にミキシングされたサウンドの録音をする。
【００４８】
　右側面１１４は、キーボードの残りと、コンピュータ通信インタフェース２８に接続さ
れているＰＣポート１０８を示している。ＭＳＣ　ＶＯＬ（ミュージック音量）キー１０
３は、曲の音量を調整し、ＳＮＤ　ＶＯＬ（サウンド音量）キー１０４は、調整を増減し
、また、選択を先に進め、または戻すための矢印キー１０７、１０２を使用してサウンド
音量調節をする。ＥＦＦ　ＳＥＬ（効果選択）キー１０６は、該当する楽器で生成される
、数ある他の効果の中で、エコー、ピッチ、演奏を先に進める／戻す、あるノイズを加え
る、または種々のひずみなどのサウンド効果を選択する。最後に、ＦＮＣ　ＳＥＬ（機能
選択）キー１０５は、矢印１０２、１０７を介して選択できる他の機能の中で、楽器選択
、オーディオ調整、イコライザのような機能へのアクセスをユーザーに提供する。
【００４９】
　下面１１６に示されているインタフェース１０９は、バッテリチャージャへの入力であ
り、本発明には含まれない部分である他の付属品への入力／出力である。上面１１０には
、有線イヤフォンとマイクロフォン１１５のコネクタがある。
【００５０】
　図１１は、第２様相に関連し、本発明の目的である第１実施形態に属する、携帯通信装
置の前面１２０、背面１２１、および下面１２２を示している。接続されている物理的楽
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器は、電子ドラムに類似している。
【００５１】
　携帯通信装置１２０は、連結部１３４を介して開閉できる２つの部分から形成されてい
る。上側には、フォン３３と主グラフィックディスプレイ３５がある。下半分の側には、
メニューキー９４、ブラウジングキー９２、９１、９３、９０、コール制御キー１１８、
１２９、数字キーボード８７、およびマイクロフォン３４がある。
【００５２】
　背面１２１は、ユーザーの手／指のタッチ（接触）またはビート（叩くこと）を感知す
る、パッドとも称される表面１３５があり、ユーザーが楽器サウンド（パーカッション、
キーボード、弦楽器、または吹奏楽器）を、これらの表面をビート（叩く）、押す、また
はタッチ（接触）することで生成できる。各表面は、異なるトーンの異なる楽器を表現で
き、ユーザーに多様なオプションを提供している。
【００５３】
　バックディスプレイ４４は、数ある他の情報の中で、選択されている、または演奏され
ている曲名、選択されている楽器、メニュー、サブメニュー、構成、オーディオ調整、ス
コアまたは能力レベルのような視覚情報をユーザーに提供する。ＦＮＣ（機能）キー１０
５は、オプション、構成、調整、メニュー、および他の有益な機能へのアクセスを提供し
、一方、矢印キー１３９、１３７は、選択を支援する。
【００５４】
　図１２は、Ｖｅｌｃｒｏ（ベルクロ（登録商標））ストラップ（マジックテープ（登録
商標））または接着部１５３、１５２を含み、装置１５０のユーザーの体への調整および
設置を好適に可能にする、調整可能弾性ベルト１５１に取り付けられた携帯通信装置１５
０の第２様相を示している。
【００５５】
　図１３は、携帯通信装置５５に付随し、アダプタ５と共に、本発明の目的である装置の
、第２実施形態を形成するリモートセンサ１６０の第１様相の前面図を示している。リモ
ートセンサ１６０は、Ｖｅｌｃｒｏ（ベルクロ（登録商標））ストラップ（マジックテー
プ（登録商標））または接着部１５３、１５２を含む、調整可能弾性ベルト１５１に取り
付けられている。装置の前側には、ディスプレイ８０と、ユーザーがパッド１３５をビー
ト（叩く）またはタッチ（接触）して、楽器サウンドを生成できる接触感知表面またはパ
ッド１３５と、既に説明したＦＮＣ（機能）キー１０５と、ブラウジング矢印１３９、１
３７がある。
【００５６】
　図１４は、第３様相の携帯通信装置の前面１７０、右側面１９２、および左側面１８５
を示しており、Ｊｏｃｋｅｙ　Ｄｉｓｋ（ジョッキーディスク）装置または電子ＤＪを示
している。この携帯通信装置の様相により、ユーザーはＤＪ（Ｄｉｓｋ　Ｊｏｃｋｅｙ（
ディスクジョッキー））として行動できる、つまり、ユーザーは、ＤＪとして振舞うオー
ディオのプロのように、数ある他の特徴の中で、サウンド効果を加えたり、再生パラメー
タを制御したりすることができる。
【００５７】
　前面１７０には、フォン３３、グラフィックディスプレイ３５、選択キー１７８、１７
３、コールキー１１８、１１９、ＭＥＮＵ（メニュー）キー９４、数字キーボード８７、
およびマイクロフォン３４がある。前部キーにより、数ある他の音楽機能の中で、ユーザ
ーは電話をかけ、テキストおよびオーディオメッセージを送信し、構成にアクセスし、ア
プリケーションを使用し、楽器を選択し、曲を演奏することができ、それらはすべて、デ
ィスプレイ３５の視覚化により支援される。
【００５８】
　左側面１８５には、有線フォンおよびマイクロフォンコネクタ１１５と、コンピュータ
通信インタフェース２８に接続されるＰＣポート１０８がある。また、音量選択キー、Ｓ
ＮＤ　ＶＯＬ（サウンド音量）１０４およびＭＳＣ　ＶＯＬ（ミュージック音量）１０３
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、効果キーＥＦＦ　ＳＥＬ（効果選択）１０６、およびブラウジング矢印１０７、１０２
が利用できる。右側面は、バッテリの充電と、付属品との接続が可能なインタフェースコ
ネクタ１０９と、ＯＮ／ＯＦＦ（オン／オフ）キー９５と、演奏制御キー１００、９８、
９９、１０１を備える。演奏／ポーズキー１０９は、サウンドまたは音楽演奏を開始し、
もう一度押されると、演奏を一時停止モードにする。早戻し／前曲キー９８は、演奏を戻
し、または演奏を前のサウンドまたは音楽に戻したりし、一方、早送り／次曲キー１００
は、演奏を先に進めたり、演奏リストの次の曲に飛んだりする。停止キー１０１により演
奏はキャンセルされ、Ｒｅｃ（録音）キー１１７は、生成されたサウンドまたは結果とし
てのサウンドを録音する。
【００５９】
　図１５は、第３様相に関連し、Ｖｅｌｃｒｏ（ベルクロ（登録商標））ストラップ（マ
ジックテープ（登録商標））または接着部１５２、１５３を有する調整可能弾性ベルト１
５１に取り付けることができる携帯通信装置２００の背面を示している。装置２００の背
面は、該当する楽器の主コマンドを有しており、ＤＪのように振舞うユーザーに有益なコ
ントロールとコマンドしかないが、ターンテーブルのように見える。
【００６０】
　グラフィックディスプレイ４４は、曲名、選択された曲に関する演奏リスト番号、演奏
経過時間、曲の合計時間、毎分当りのビートまたはＢＰＭ、選択された機能、メニュー、
および他の視覚化のための重要な詳細を表示できる。ＦＮＣキー１０５とブラウジングキ
ー１３７、１３９によりユーザーはメニューオプションを探して選択でき、同時に、他の
重要な機能に加えて、楽器の種類を変更し、オーディオ特別効果を選択できる。Ｓｃｒａ
ｔｃｈ（スクラッチ）キー２０５は、曲を停止し、ユーザーが、次に説明するＪｏｇ（ジ
ョグ）ディスク２０６を使用して、演奏をコントロールできるようにする。Ｐｉｔｃｈ（
ピッチ）キー２０８は、Ｊｏｇ（ジョグ）ディスク２０６を介して、演奏速度コントロー
ルを選択する。Ｆｌｙ　ｃｕｅ（フライキュー）キー２０７は、これを押すと、演奏され
ている曲の中マークを付けることができ、それにより、ユーザーが要求すると、まさにそ
の点から再び演奏できる。
【００６１】
　Ｊｏｇ（ジョグ）ディスク２０６は、スピニングディスクであり、ユーザーが自分の手
および／または指を利用して、それをスピンさせ、曲の選択されたパラメータの１つを増
減できる。このディスクは、楽器サウンド（パーカッション、キーボード、弦楽器、また
は吹奏楽器）、サウンド効果の生成に作用し、曲またはサウンド演奏パラメータを変更で
き、メニューのブラウジング支援にも使用でき、アプリケーションのコントロールに作用
し、またパッド１３５のように、タッチ（接触）を感知する。
【００６２】
　Ｊｏｇ（ジョグ）ディスク２０６は、ゴム材料、ゴム、シリコーン、クッション性およ
び抵抗材料であるシリコーン付きゴムから構成されている。ディスクを時計回りにスピン
させることにより、パラメータ値は増加し、反時計回りに回すとそのパラメータを減少す
る。例えば、選択されている演奏パラメータが、演奏を進める、または戻すようになって
いるときは（スクラッチ機能）、Ｊｏｇ（ジョグ）ディスク２０６を時計回りにスピンさ
せると、曲を、この方向の進行に従って、前に進めて演奏する。同じことが反時計回りに
おいても起きるが、演奏は逆方向に戻る。Ｊｏｇ（ジョグ）ディスク２０６はまた、ユー
ザーの手および／または指のタッチ（接触）／ビート（叩くこと）を感知し、選択された
機能で作用し、更に、楽器サウンド（パーカッション、キーボード、弦楽器、または吹奏
楽器）を生成し、それを演奏中の音楽サウンドにミキシングできる。Ｊｏｇ（ジョグ）デ
ィスク２０６は、ディスク位置、角速度および／または角度に関しての位置を検出できる
スピンセンサ４８を備え、更に、角速度センサ、角度に関しての位置、加速度、または運
動センサを備える。それに加えて、タッチ（接触）／ビート（叩くこと）を検出するため
に、その表面の下にタッチセンサ４０がある。
【００６３】
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　パッド１３５とＪｏｇ（ジョグ）ディスク２０６は、その表面下の領域または点に接続
されているいくつかのタッチセンサを、表面下に分布された発光ダイオードと共に有して
おり、機能、コマンドを示し、装置の使い勝手を向上する。パッド１３５の場合、Ｊｏｇ
（ジョグ）ディスク２０６のスピニングをシミュレートするために、ユーザーは自分の手
および／または指をパッド１３５上でスライドまたはドラッグしなければならない。速度
、運動方向、および強度が、分散された複数のセンサを介して検出され、Ｊｏｇ（ジョグ
）ディスク２０６に対する回転方向と、等価な速度に変換される。
【００６４】
　いくつかの発光ダイオードがＪｏｇ（ジョグ）ディスク２０６とパッド１３５の表面下
に配置されている。点灯した領域または点は、タッチした（接触）点に対応し、その明る
さの強度は、コントロール可能であるが、表面に加えられる強度または圧力に関連してい
る。これらの発光ダイオードの組み合わせにより、機能、コマンドを示す図柄およびシン
ボルに加えて、矢印、円、正方形、および他の幾何学図形の形状での明るい表示を提供し
、発光ダイオードはまた、装置の使い勝手を向上するようにも意図されている。発光ダイ
オードの動作４９、７２、７４の例は、「Ｊｏｇ（ジョグ）ディスク２０６を最大強度で
時計方向にスピンさせる」というタイプの将来の動作から構成されている。従って、矢印
の形状で配置された発光ダイオードのグループは、回転および強度に関連するシーケンス
において点灯し、加えるべき速度を知らせてくれる。従って、ユーザーは回転方向と、ど
の程度の速度で回転すべきかを、矢印構成がどれだけの速度で現れるかと、その明るさの
強度を観測することにより知ることができる。
【００６５】
　Ｊｏｇ（ジョグ）ディスク２０６とパッド１３５表面は、光に対して半透明または透明
なソフトゴムまたはクッション性材料で構成されており、それにより、表面下に設置され
た発光ダイオードの明るさが、ユーザーにより適切に見えるということを指摘することは
重要である。Ｊｏｇ（ジョグ）ディスク２０６とパッド１３５がソフトである別の理由は
、繰返してタッチ（接触）／インパクト（衝撃）を与えることで、手および／または指を
怪我することを防止するためである。
【００６６】
　図１６は、Ｖｅｌｃｒｏ（ベルクロ（登録商標））ストラップ（マジックテープ（登録
商標））または接着部１５２、１５３を有する調整可能弾性ベルト１５１により取り付け
られている、第２様相のリモートセンサ２１０の第１様相の前面図を示している。このセ
ンサは、オーディオのプロまたはＤＪにより使用される、曲のパラメータを修正するため
の目的で、コントロールとコマンドを保持している。この様相のリモートセンサ２１０に
より、第２実施形態に関連する携帯通信装置が完成され、この組み合わせにより、携帯通
信装置２００の第３様相の同じ機能を実行させ、達成させる。
【００６７】
　リモートセンサ２１０の前面は、曲名、選択された曲に関連する演奏リスト番号、演奏
経過時間、曲の合計時間、毎分のビート数またはＢＰＭ、選択された機能、メニューおよ
び他の視覚化のために重要な詳細のような視覚情報を示すグラフィックディスプレイを有
している。Ｊｏｇ（ジョグ）ディスク２０６に加えて、リモートセンサは、ＦＮＣ（機能
）１０５キー、ブラウジング矢印１３７、１３９、Ｓｃｒａｔｃｈ（スクラッチ）２０５
、Ｐｉｔｃｈ（ピッチ）２０８、およびＦｌｙ　ｃｕｅ（フライキュー）キー２０７を有
している。
【００６８】
　携帯通信装置２１８の第４様相が、第２実施形態に関連して、図１７に示されている。
この様相は、ピアノ型の楽器インタフェースを示しており、それは、装置２１８を開けた
ときに、その中心に見出せる。装置２１７、２１８の両者の部分は、接合部２２１、２２
２によりそれ自身で開き、ピアノキーボード２１９と共に、内部ディスプレイ４４、機能
、メニュー、およびブラウジングキー２１５、２１６へのアクセスを可能にする。各ピア
ノキーの下には、ユーザーにより加えられたタッチの強度、時間、および周波数を検出す
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るように分散された接触センサ４０と発光ダイオード４９がある。生成されたサウンドは
、ピアノサウンドに限定されず、パーカッション、キーボード、弦楽器、または吹奏楽器
のようなほとんど異なるサウンドであってもよい。
【００６９】
　図１８は、携帯通信装置２２０の第４様相を示しており、両方の部分２１８、２１７は
閉じている。この装置の見かけは、第１様相の装置１１１に類似しており、前面に、選択
キー８９、８８、メニューおよびブラウジングキー８９、８８、９４、９２、９１、９３
、９０、コールコントロールキー１１８、１１９、数字キーボード８７、前部グラフィッ
クディスプレイ３５、フォン３３、およびマイクロフォン３４を有している。右、左、下
、および上面は、第１様相の装置１１４、１１３、１１６、１１０に類似している。
【００７０】
　Ｖｅｌｃｒｏ（ベルクロ（登録商標））ストラップ（マジックテープ（登録商標））ま
たは接着部１５２、１５３を有する調整可能弾性ベルト１５１に取り付けることができる
、リモートセンサ２５７の第３様相が図１９に示されている。このセンサの音楽インタフ
ェースは、ピアノに類似しており、このリモートセンサの様相２５７は、携帯通信装置１
１１の第１様相と共に、装置２２０の第４様相に類似の方法で作動する。装置の前面には
、グラフィックディスプレイ８０、ピアノキーボード２１９、およびＥＦＦ　ＳＥＬ（効
果選択）１０６、ＩＮＳ（登録商標）Ｔ　ＳＥＬ（楽器選択）　２６７、ＴＥＭＰＯ（テ
ンポ）　２５９、およびＦＮＣ（機能）キー１０５がある。ＩＮＳ（登録商標）Ｔ　ＳＥ
Ｌ（楽器選択）キー２６７は、ブラウジングキー２６６、２６５により楽器の選択をする
。ＴＥＭＰＯ（テンポ）キー２５９は、サウンドまたはメロディ演奏速度を、このパラメ
ータに作用するために、ブラウジング２６１、２６０を使用するだけで変更する機能を有
する。
【００７１】
　図２０は、携帯通信装置の第５様相の前面３０３と背面３１０を示しており、本発明の
第１実施形態の目的である、電子装置を形成する別の可能性を備えている。この装置に接
続された主楽器は、他の楽器（パーカッション、キーボード、弦楽器、または吹奏楽器）
のサウンドもまた、弦楽器２７９により生成できるが、ギター、バイオリン機能を果たす
ことができる。
【００７２】
　前面３０３は、側面と同様、装置１１の第１様相の１つと同一である。相違点は、弦楽
器とバックディスプレイ４４を有する背面３１０である。弦楽器センサ２７８は、図３の
ブロック図に示されている接触センサ４０の位置を占める。
【００７３】
　弦楽器２７９は、その末端に個々のセンサ２７８を有し、これらのセンサ２７８は、弦
楽器により生成された振動を、電気信号に変換する。これらの振動は、感知され、処理さ
れ、楽器サウンドが、選択された楽器またはサウンド／音楽効果から生成される。これら
のセンサ２７８は、圧電性、容量性、誘導性、または抵抗性型、または、振動、運動、変
位および／または加速度センサであってよい。それに加えて、弦楽器２７９は、楽器の各
タイプに適切であり、プロの楽器で使用される弦楽器に類似の機械的特性を有しており、
それは金属、プラスチック、ナイロン、またはこれらの材料の組み合わせにより製造され
る。
【００７４】
　Ｊｏｇ（ジョグ）ディスク２０６、パッド１３５、弦楽器２７９、ピアノキー２１９、
および感知領域３６３、３６４、３６６、３６５、３６２が、圧電性、容量性、誘導性、
または抵抗性型、または振動、運動、変位、および／または加速度センサであってよい少
なくとも１つのセンサを備えていることを考慮することは重要である。Ｊｏｇ（ジョグ）
ディスク２０６、パッド１３５、感知セミグローブ３７０、および感知グローブ３６０は
、２つ以上の接触感知領域または点を備え、その表面上のタッチ（接触）の運動、強度、
および周波数／持続時間を検出すると共に、タッチした（接触）点または領域を検出でき
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る。Ｊｏｇ（ジョグ）ディスク２０６は、パッド１３５と同様に、アプリケーション、コ
マンド、メニュー、選択、および他のコントロール機能に対して作用できる。
【００７５】
　図２１は、Ｖｅｌｃｒｏ（ベルクロ（登録商標））ストラップ（マジックテープ（登録
商標））または接着部１５２、１５３を有する、調整可能弾性ベルト１５１に取り付けら
れた、第１実施形態に関連する携帯通信装置３３５の第５様相の前面図を示している。
【００７６】
　すべての様相および両方の実施形態において、携帯通信装置またはリモートセンサ３５
０の本体を取り付ける方法の１つが図２２に示されている。側面図によれば、２つのディ
スク３５２、３５１があり、それらは、固定されており、お互いに関してスライドし、装
置またはセンサ３５０の本体を、調整可能弾性ベルト１５１に接合している。ベルト１５
１と本体３５０は、ディスク３５２、３５１を接続する効率的な手段を有していることに
注目することは重要である。従って、装置（リモートセンサまたは携帯通信装置）の本体
をベルト１５１の回りでスピンできる。
【００７７】
　装置３５０の本体を取り付ける別の方法は、図２３に示されているように、ベルト１５
１上、および装置３５０の本体上に取り付けられた接着部またはＶｅｌｃｒｏ（ベルクロ
（登録商標））３４０を使用することである。図２４は、調整可能弾性ベルト１５１を、
腕時計のように、装置３５０の本体上に取り付けられた２つの剛体支持体３４１、３４２
を通過させることを示唆している。図２５は、装置３５０を取り付け、またはクリップで
留めるピン３４４、３４３を有するベルト１５１を示している。最後の場合は、ピン３４
４、３４３と、装置３５０の本体上の取付けシステムは、装置３５０を取り外すための簡
単で複雑でない手段を提供すると共に、ベルト１５１上に装置３５０を接続する効率的お
よび実際的な手段を提供しなければならない。一般的に、装置３５０の本体を弾性ベルト
１５１に取り付ける機構があり、この機構は、効率的で、実際的、かつ複雑でなく、他の
利用可能な取付け機構の中で、ディスク３５２、３５１、接着部、またはＶｅｌｃｒｏ（
ベルクロ（登録商標））３４０、支持体３４１、３４２、取付けピンまたはクリップ３４
４、３４３、プレススタッドボタンを備えることができる。
【００７８】
　楽器サウンド（パーカッション、キーボード、弦楽器、または吹奏楽器）を生成する、
より実用的で容易な方法は、リモートセンサ７５、７０の接触センサ４０を、ユーザーの
指の先端に設置することである。図２６は、感知グローブ３６０を、手の内部の部分また
は手のひらの図として示しており、グローブ３６０は、ユーザーの手を覆い、弾性ベルト
３７２を有し、タッチ（接触）／ビート（叩くこと）感知領域が、指の表面３６３、３６
４、３６６、３６５、３６２上で利用できるように考慮されている。手の内部または手の
ひらの図としての、感知セミグローブ３７０の別のタイプは、ユーザーの手の領域を覆い
、弾性ベルト３７２を有し、親指のみが接触感知領域３６２を有している。グローブ３６
０、３７０の両者のタイプの接触センサ３６３、３６４、３６６、３６５、３６２は、圧
電性、容量性、誘導性、または抵抗性型、および圧力、強度、または変位センサであって
よい。センサに加えて、グローブ様相３６０、３７０は、接触感知領域上、またはその反
対部分（爪の上方）上に設置された、発光ダイオード７４または明るい点を有することが
できる。
【００７９】
　リモートセンサ３９２の第４様相は、感知セミグローブ３７０を含むが、図２７に示さ
れている。この様相では、リモートセンサ３９２の本体は、調整可能弾性ベルト１５１を
介してユーザーの腕にストラップで留めることができる。感知セミグローブ３７０は、そ
のベルト３７２上に開口部３８２を有し、そこを通して、ワイヤ３８３がセンサから出て
きて、リモートセンサ３９２に接続されている。リモートセンサの前面には、グラフィッ
クディスプレイ８０、ＦＮＣ（機能）１０５、ＭＳＣ　ＶＯＬ（ミュージック音量）１０
３、ＳＮＤ　ＶＯＬ（サウンド音量）１０４、ＴＥＭＰＯ（テンポ）キー２５９と、他の
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キーを介して、選択されたパラメータを修正できるようにする矢印形のキー２６０、２６
１が位置している。
【００８０】
　図２８は、感知グローブ３６０を備える、リモートセンサ４１２の第５および最後の様
相を示している。リモートセンサ４１２の本体は、調整可能弾性ベルト１５１を介して、
ユーザーの腕にストラップで留める、または固定できる。感知グローブ３７０は、入口３
８２を有しており、そこからワイヤ３８３が出て、センサ信号をリモートセンサボックス
４１２にセンサ信号を配信する。リモートセンサの前面には、グラフィックディスプレイ
８０、ＦＮＣ（機能）１０５、ＭＳＣ　ＶＯＬ（ミュージック音量）１０３、ＳＮＤ　Ｖ
ＯＬ（サウンド音量）１０４、ＴＥＭＰＯ（テンポ）キー２５９および矢印形キー２６０
、２６１が位置している。
【００８１】
　すべての様相における、本発明のすべての携帯通信装置１１、１５０、２００、２２０
、３３５、リモートセンサ１６０、２１０、２５７、３９２、４１２、およびアダプタ５
６、６３、６８は、金属および／またはプラスチックボックスに含まれている。ボックス
または装置の構造の外側には、眼に見えるキー、コネクタ、バイザー、および孔がある。
ボックスの内側には、数ある電気線／ケーブルおよび特定の電子構成部品の中で、適切に
半田付けされた電子構成要素、ワイヤレス通信モジュール、キーボードおよびディスプレ
イへの印刷回路基板を備えた印刷回路基板がある。
【００８２】
　携帯通信装置１１１、１５０、２００、２２０、３３５およびリモートセンサ１６０、
２１０、２５７、３９２、４１２のすべての様相において存在する調整可能弾性ベルト１
５１は、Ｖｅｌｃｒｏ（ベルクロ（登録商標））ストラップ（マジックテープ（登録商標
））または接着部１５３、１５２を有し、それにより、ユーザーの体への適切および安全
な、人間工学的な位置決めを可能にする。
【００８３】
　本発明の電子装置は、携帯通信装置１および／またはリモートセンサ４を介して、ユー
ザーに、個人的事項、カレンダー、ゲーム、演奏リストエディタ、サウンド設定、グラフ
ィックイコライザ、高機能構成、ファイルエディタ、コンタクトリスト、アラーム時計、
および時計のようなアプリケーションを提供する。これらのアプリケーションは、携帯通
信装置１において優先的に見出せる。しかし、アプリケーションは、装置１のアプリケー
ションと相互作用するリモートセンサ上でも提供できる。
【図面の簡単な説明】
【００８４】
【図１】図１は、携帯通信装置１と相互作用する構成要素を含む機能ブロック図である。
【図２】図２は、両者とも本発明の目的である、携帯通信装置１とリモートセンサ４の使
用方法のある可能な構成を示すブロック図である。
【図３】図３は、本発明の目的である装置の、第１の好適な実施形態に関連する、携帯通
信装置２０の詳細ブロック図である。
【図４】図４は、本発明の目的である装置の、第２の実施形態に関連する、携帯通信装置
５５の詳細ブロック図である。
【図５】図５は、本発明の目的である装置対象の、第２の実施形態に関連する、リモート
センサ７０の詳細ブロック図である。
【図６】図６は、本発明の目的である装置の、第２の実施形態に関連する、リモートセン
サ７５のブロック図である。
【図７】図７は、本発明の目的である装置の、第１および第２の実施形態に関連する、ア
ダプタ５６の第１様相のブロック図である。
【図８】図８は、本発明の目的である装置の、第１および第２の実施形態に関連する、ア
ダプタ６３の第２様相のブロック図である。
【図９】図９は、本発明の目的である装置の、第１および第２の実施形態による、アダプ
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【図１０】図１０は、本発明の目的である装置の、第２の実施形態に関連する、携帯通信
装置の第１様相の前面１１１、左側面１１３、右側面１１４、下面１１６、および上面１
１１の図である。
【図１１】図１１は、本発明の目的である装置の、第１の実施形態に関連する、携帯通信
装置の第２様相の前面１２０、背面１２１、および下面１２２の図である。
【図１２】図１２は、本発明の目的である、調整可能弾性ベルト１５１に取り付けられた
携帯通信装置１５０の第２様相の背面図である。
【図１３】図１３は、本発明の目的である装置の、第２の実施形態に関連する、その調整
可能弾性ベルト１５１上に取り付けられたリモートセンサ１６０の第１様相の前面図であ
る。
【図１４】図１４は、本発明の目的である装置の、第１の実施形態に関連する、携帯通信
装置の第３様相の前面１７０と、右側面１９２と、左側面１８５の図である。
【図１５】図１５は、本発明の目的である装置の、第１の実施形態に関連する、調整可能
弾性ベルト１５１に取り付けられた携帯通信装置２００の第３様相の背面図である。
【図１６】図１６は、本発明の目的である装置の、第２の実施形態に関連する、調整可能
弾性ベルト１５１に固定されたリモートセンサ２１０の第２様相の前面図である。
【図１７】図１７は、本発明の目的である装置の、第１の実施形態に関連する、携帯通信
装置２１７の第４様相の立体図である。
【図１８】図１８は、本発明の目的である装置の、第１の実施形態に関連する、携帯通信
装置２２０の第４様相の立体図である。
【図１９】図１９は、本発明の目的である装置の、第２の実施形態に関連する、調整可能
弾性ベルト１５１に取り付けられたリモートセンサ２５７の第３様相の前面図である。
【図２０】図２０は、本発明の目的である装置の、第１の実施形態に関連する、携帯通信
装置の第５様相の前面３０３と背面３１０の図である。
【図２１】図２１は、本発明の目的である装置の、第１の実施形態に関連する、調整可能
弾性ベルト１５１に取り付けられた携帯通信装置３３５の第５様相の背面図である。
【図２２】図２２は、装置３５０の本体と調整可能弾性ベルト１５１間の第１可能配置の
上部側面図である。
【図２３】図２３は、装置３５０の本体と調整可能弾性ベルト１５１間の第２可能配置の
側面図である。
【図２４】図２４は、携帯通信装置の本体またはリモートセンサ３５０を、調整可能弾性
ベルト１５１上に取り付ける方法の１つを示す第３配置の側面図である。
【図２５】図２５は、装置の本体を、調整可能弾性ベルト１５１上に取り付けるための取
付けクリップを含む第４配置の側面図である。
【図２６】図２６は、本発明の目的である装置の、第２の実施形態に関連する、リモート
センサ３９２、４１２の第４および第５様相の一部である、感知グローブ３６０と感知セ
ミグローブ３７０の立体図である。
【図２７】図２７は、本発明の目的である装置の、第２実施形態に関連する、リモートセ
ンサ３９２の第４様相の立体図である。
【図２８】図２８は、本発明の目的である装置の、第２の実施形態に関連する、リモート
センサ４１２の第５様相の立体図である。
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